
2第623号　［昭和48年12月7日第3種郵便物認可］ 都 医 ニュース  平成30年1月15日

「
都
医
ニ
ュ
ー
ス
２
号
」を

お
持
ち
の
方
は
ご
一
報
く
だ
さ
い

東
京
都
医
師
会 

広
報
学
術
情
報
課 

☎
０
３-

３
２
９
４-

８
８
２
１

都
内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
は
年
々

増
加
す
る
外
国
人
で
溢
れ
て
い

る
。
２
０
２
０
年
に
向
け
て
急
増

す
る
訪
日
外
国
人
の
多
く
が
東
京

に
滞
在
す
る
と
予
測
さ
れ
る
。
そ

の
８
割
が
ア
ジ
ア
各
国
か
ら
の
旅

行
者
だ
。
旅
先
で
言
葉
の
不
自
由

を
感
じ
る
外
国
人
旅
行
者
は
、
圧

倒
的
に
救
急
対
応
を
求
め
る
こ
と

が
多
い
。
東
京
大
学
医
学
部
附
属

病
院
国
際
診
療
部
で
は
、
訪
日
外

国
人
患
者
の
約
９
割
が
救
急
外
来

を
受
診
し
、
そ
の
う
ち
６
割
が
救

急
車
を
利
用
す
る
。
一
日
の
観
光

を
終
え
て
か
ら
夜
間
・
深
夜
帯
に

受
診
す
る
こ
と
が
多
く
、胃
腸
炎
、

感
冒
、
転
倒
に
よ
る
外
傷
な
ど
の

軽
症
例
が
６
～
７
割
を
占
め
る
と

い
う
。
大
学
病
院
等
が
本
来
の
三

次
救
急
患
者
へ
の
対
応
に
苦
慮
し

て
い
る
現
況
を
踏
ま
え
、
一
般
の

病
院
や
診
療
所
は
特
に
軽
症
の
外

国
人
患
者
を
受
け
入
れ
る
た
め
の

整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

外
国
人
対
応
医
療
で
は
言
語
・

生
活
習
慣
・
宗
教
の
違
い
、
各
国

の
医
療
制
度
の
根
本
的
な
相
違
、

医
療
費
請
求
の
問
題
、
海
外
保
険

会
社
と
の
事
務
処
理
、
医
事
紛
争

へ
の
対
応
な
ど
医
療
機
関
に
か
か

る
負
担
が
大
き
い
。
受
付
か
ら
調

剤
ま
で
の
速
や
か
で
正
確
な
多
言

語
に
よ
る
対
応
、
生
活
文
化
の
相

違
に
よ
る
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン

セ
ン
ト
の
障
害
を
解
決
す
る
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
、
未
収
金
リ
ス
ク
に

備
え
た
医
療
費
請
求
方
法
の
検
討

な
ど
整
備
す
べ
き
課
題
は
多
い
。

ま
た
、
応
招
義
務
な
ど
現
実
に
即

し
た
法
的
検
討
も
重
要
だ
。

東
京
都
は
外
国
人
患
者
へ
の
医

療
提
供
体
制
構
築
に
向
け
て
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ

た
。
東
京
都
医
療
機
関
案
内
サ
ー

ビ
ス
『
ひ
ま
わ
り
』
を
多
言
語
化

し
、
緊
急
通
訳
サ
ー
ビ
ス
の
対
応

時
間
を
拡
大
す
る
。
ま
た
医
療
機

関
へ
の
外
国
人
患
者
受
入
れ
体
制

整
備
支
援
事
業
と
し
て
、
外
国
人

患
者
受
入
れ
医
療
機
関
認
証
制

度
（
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｐ
）
の
審
査
を
受
け

る
医
療
機
関
に
補
助
を
行
っ
て

い
る
。

ま
た
、
東
京
都
医
師
会
で
は
訪

日
外
国
人
医
療
の
課
題
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

①�

外
国
人
患
者
受
入
れ
医
療
機
関

の
現
状
把
握

②�

医
療
機
関
の
役
割
分
担
を
含
め

た
医
療
提
供
体
制
の
構
築

③�

外
国
人
患
者
対
応
支
援
研
修
の

開
催
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

④�

医
療
通
訳
の
精
度
向
上
、
簡
便

な
通
訳
ツ
ー
ル
の
検
討

⑤�

外
国
人
向
け
情
報
サ
ー
ビ
ス
の

拡
充

⑥�

未
払
い
や
医
事
紛
争
に
対
す
る

法
的
整
備

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
２

年
半
後
に
控
え
、
外
国
人
医
療
で

生
じ
る
問
題
点
を
明
確
に
し
て
リ

ス
ク
ヘ
ッ
ジ
を
急
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
施
策
立
案

の
段
階
か
ら
医
療
現
場
の
会
員
各

位
の
声
を
生
か
し
て
い
き
た
い
。

�

（
島
㟢
美
奈
子
）

２
０
１
６
年
に
東
京
都
を
訪
れ
た
外
国
人
旅
行
者
は
約
１
３
１
０
万

人
と
過
去
最
高
に
な
っ
た
。東
京
都
が
策
定
し
た「
２
０
２
０
年
に
向
け

た
実
行
プ
ラ
ン
」で
は
、訪
都
外
国
人
旅
行
者
の
目
標
を
２
５
０
０
万
人

と
し
て
い
る
。訪
日
外
国
人
の
２
～
４
％
が
何
ら
か
の
疾
病
で
医
療
機

関
を
受
診
す
る
と
い
う
統
計
を
踏
ま
え
る
と
、外
国
人
医
療
提
供
体
制

の
整
備
は
東
京
都
の
医
療
機
関
に
と
っ
て
喫
緊
の
課
題
だ
。

訪
日
外
国
人
医
療

�
～
今
、東
京
の
医
療
機
関
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
～

地区医師会長
連絡協議会報告
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申
し
た
」
と
報
告
が
あ
っ
た
。

◎
都
医
か
ら
の
伝
達
事
項

（
１
）
駐
車
禁
止
等
除
外
標
章
の

適
正
利
用
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
用
の
駐
車
禁
止
等
除

外
標
章
（
緊
急
往
診
車
用
）
は
、

12
月
末
で
有
効
期
限
が
満
了
と
な

る
た
め
、
平
成
30
年
用
の
ス
テ
ッ

カ
ー
が
順
次
発
行
さ
れ
て
い
る
。

　

警
視
庁
へ
の
更
新
申
請
に
必
要

な
書
類
は
年
々
増
え
て
お
り
、
そ

れ
に
比
例
し
て
書
類
の
不
備
も
多

く
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
不
適
切
な

使
用
が
あ
る
と
警
視
庁
は
申
請
手

続
き
を
さ
ら
に
厳
し
く
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
り
、
適
正
に
使
用
し
て

い
る
大
多
数
の
会
員
に
迷
惑
が
か

か
る
の
で
、
地
区
医
師
会
で
の
ス

テ
ッ
カ
ー
交
付
の
際
に
は
、
適

正
使
用
に
つ
い
て
周
知
を
お
願

い
す
る
。

　

不
適
切
な
使
用
例
と
し
て
は
、

①
自
宅
や
医
療
機
関
周
辺
の
公
道

に
ス
テ
ッ
カ
ー
を
掲
示
し
て
た
び

た
び
駐
車
し
て
い
る�

②
緊
急
往

診
や
緊
急
手
当
て
以
外
の
定
期
往

診
等
で
の
使
用�

③
駐
停
車
禁
止

場
所
な
ど
ス
テ
ッ
カ
ー
を
掲
示
し

て
も
駐
車
で
き
な
い
場
所
で
の
使

用�

な
ど
が
あ
る
。

（
２
）
乾
燥
細
胞
培
養
日
本
脳
炎

ワ
ク
チ
ン
の
供
給
実
績
に
係
る

情
報
提
供
お
よ
び
そ
の
活
用
に

つ
い
て

（
３
）
東
京
都
医
師
会
公
衆
衛
生

委
員
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実

施
に
つ
い
て

　

公
衆
衛
生
委
員
会
で
は
、
対
策

型
検
診
と
し
て
導
入
さ
れ
た
胃
内

視
鏡
検
診
に
つ
い
て
、
地
区
医
師

会
の
現
状
と
課
題
を
把
握
す
る
た

め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
。

地
区
医
師
会
の
協
力
を
お
願
い

す
る
。

（
４
）
日
本
医
師
会 

ハ
ー
バ
ー
ド

大
学 

武
見
太
郎
記
念
国
際
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
等
の
開
催
に
つ
い
て

　

２
月
17
日
（
土
）
午
前
９
時
よ

り
日
本
医
師
会
館
に
お
い
て
標
記

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
。

　

ま
た
、
18
日
（
日
）
午
前
10
時

よ
り
東
京
都
医
師
会
館
に
お
い
て

関
連
会
議
を
開
催
し
、
午
後
に
は

「
少
子
高
齢
社
会
に
お
け
る
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

契
機
に
健
康
に
な
る
と
い
う
レ
ガ

シ
ー
」
と
題
し
て
尾
㟢
治
夫
会
長

が
基
調
講
演
を
行
う
の
で
、
会
員

に
周
知
を
お
願
い
す
る
。
詳
細
は

５
面
参
照
。

（
５
）
平
成
29
年
度
東
京
都
医
師

会
教
育
委
員
医
師
連
絡
会
の
開
催

に
つ
い
て

　

東
京
都
や
区
市
町
村
の
教
育
委

員
に
就
任
し
て
い
る
先
生
や
過
去

に
務
め
て
い
た
先
生
を
対
象
に
、

不
登
校
や
い
じ
め
、
保
護
者
か
ら

の
要
望
な
ど
学
校
現
場
で
の
課
題

に
つ
い
て
話
し
合
う
た
め
の
標
記

た
い
。
ま
た
、
横
倉
義
武
日
医
会

長
が
世
界
医
師
会
長
に
就
任
し

た
。
日
本
の
医
療
制
度
を
世
界

に
広
げ
て
い
く
た
め
、
ま
ず
は
母

子
手
帳
の
普
及
に
務
め
る
」
と
述

べ
た
。

　

続
い
て
熊
谷
み
ど
り
日
医
理
事

か
ら
男
女
共
同
参
画
委
員
会
の
報

告
が
あ
っ
た
。「
委
員
会
で
は
横

倉
会
長
か
ら
の
諮
問
『
医
師
会
組

織
強
化
と
女
性
医
師
』
に
つ
い
て

検
討
し
た
。
医
師
の
就
業
を
促
進

す
る
た
め
の
日
医
女
性
医
師
バ
ン

ク
の
運
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
従

来
の
就
業
成
績
は
年
間
40
件
程
度

で
あ
っ
た
が
、
昨
年
10
月
か
ら
シ

ス
テ
ム
を
変
え
、
今
年
度
４
月
か

ら
11
月
ま
で
で
93
件
と
倍
以
上
に

伸
び
た
。
さ
ら
に
日
医
に
所
属
す

る
勤
務
医
が
他
都
道
府
県
に
異
動

す
る
際
の
手
続
き
を
簡
略
化
す
る

こ
と
や
、
日
医
の
女
性
代
議
員
の

数
を
１
対
６
に
す
る
こ
と
等
を
答

　

道
永
麻
里
日
本
医
師
会
常
任
理

事
か
ら
日
医
の
活
動
報
告
が
あ
っ

た
。「
日
医
が
普
及
を
進
め
て
い

る
医
師
資
格
証
に
つ
い
て
、
ま
だ

正
式
な
発
表
は
な
い
が
一
部
医
師

免
許
の
代
わ
り
と
し
て
使
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
医
師
資

格
証
を
持
っ
て
い
な
い
先
生
は
ぜ

ひ
こ
の
機
会
に
申
請
を
お
願
い
し

連
絡
会
を
開
催
す
る
。

（
６
）
学
校
保
健
推
進
へ
の
御
配

慮
の
お
願
い
に
つ
い
て

　

教
育
庁
か
ら
、
学
校
保
健
活
動

を
よ
り
推
進
し
、
喫
煙
防
止
や
が

ん
教
育
な
ど
学
校
に
お
け
る
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め

に
、
学
校
医
に
対
す
る
協
力
依
頼

が
あ
っ
た
。
改
め
て
学
校
医
の
先

生
方
に
協
力
を
お
願
い
す
る
。

（
７
）
平
成
29
年
度
東
京
都
医
師

会
功
労
賞
表
彰
お
よ
び
医
学
研
究

賞
・
グ
ル
ー
プ
研
究
賞
受
賞
記
念

講
演
会
・
医
学
生
活
動
報
告
に
つ

い
て

　

３
月
11
日
（
日
）
午
後
２
時
半

よ
り
東
京
都
医
師
会
館
に
お
い
て

標
記
講
演
会
を
開
催
す
る
。
今
回

は
医
学
生
に
よ
る
活
動
報
告
や
小

林
弘
幸
理
事
に
よ
る
特
別
講
演

「
医
療
安
全
の
考
え
方
に
つ
い
て
」

を
行
う
。
な
お
特
別
講
演
は
専
門

医
共
通
講
習
と
し
て
開
催
す
る
。

（
８
）
東
京
都
医
師
会
各
種
委
員

会
答
申
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
に

つ
い
て

　

従
来
は
、
各
種
委
員
会
の
答

申
集
と
し
て
当
該
年
度
の
都
医

ニ
ュ
ー
ス
・
雑
誌
９
月
号
に
同
封

し
て
い
た
が
、
平
成
27
・
28
年
度

の
答
申
か
ら
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
会
員
専
用
コ
ン
テ
ン
ツ
「
各
種

委
員
会
答
申
」
欄
に
掲
載
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
閲
覧
す
る
際
は
、

ユ
ー
ザ
ー
名
と
パ
ス
ワ
ー
ド
が
必

要
と
な
る
。

（
９
）
第
４
回
東
京
在
宅
医
療
塾

（
終
末
期
医
療
）
に
つ
い
て

　

12
月
９
日
（
土
）
に
第
４
回
東

京
在
宅
医
療
塾
を
開
催
し
た
。
終

末
期
医
療
を
「
が
ん
の
終
末
期
」、

「
非
が
ん
の
終
末
期
」
に
分
け
、

さ
ら
に
総
論
と
し
て
「
終
末
期
の

倫
理
」
を
取
り
上
げ
た
。

（
10
）
平
成
29
年
度
東
京
都
地
域

医
療
構
想
調
整
会
議
在
宅
療
養

ワ
ー
キ
ン
グ
（
医
療
お
よ
び
介
護

の
体
制
整
備
に
係
る
協
議
の
場
）

に
つ
い
て

　

東
京
都
で
は
、
二
次
保
健
医
療

圏
ご
と
に
「
地
域
医
療
構
想
調
整

会
議
」
を
設
置
し
、
地
域
で
不
足

す
る
医
療
機
能
の
確
保
に
つ
い

て
関
係
者
間
の
協
議
を
行
っ
て

い
る
。

　

こ
の
た
び
「
地
域
医
療
構
想
調

整
会
議
」
の
も
と
に
在
宅
療
養
に

関
す
る
地
域
の
現
状
や
課
題
、
退

院
支
援
に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ

い
て
の
相
互
理
解
、
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
関
係
者
間
で
意
見

交
換
を
行
う
た
め
「
在
宅
療
養

ワ
ー
キ
ン
グ
」
を
設
置
し
た
。
な

お
、
ワ
ー
キ
ン
グ
の
座
長
は
在
宅

医
が
担
っ
た
。

　

ま
た
医
療
計
画
と
介
護
保
険
事

業
（
支
援
）
計
画
で
対
応
す
べ
き

需
要
（
追
加
的
需
要
）
に
つ
い
て

協
議
す
る
た
め
に
「
協
議
の
場
」

を
「
在
宅
療
養
ワ
ー
キ
ン
グ
」
と

同
日
に
開
催
し
て
い
る
。
現
在
９

圏
域
ま
で
開
催
し
、
平
成
30
年
１

月
中
に
３
圏
域
を
開
催
す
る
。

（
11
）
東
京
都
難
病
・
が
ん
患
者

就
業
支
援
奨
励
金
に
つ
い
て

　

東
京
都
産
業
労
働
局
で
は
難
病

や
が
ん
患
者
が
治
療
と
仕
事
の
両

立
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
め

る
よ
う
、
事
業
主
を
対
象
と
し
た

「
東
京
都
難
病
・
が
ん
患
者
就
業

支
援
奨
励
金
」制
度
を
創
設
し
た
。

制
度
を
利
用
す
る
場
合
、
事
業
主

は
患
者
に
医
師
の
「
診
断
書
・
意

見
書
」
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
に

な
る
た
め
協
力
を
依
頼
し
た
。

（
12
）
東
京
都
の
各
事
業
所
産
業

医
の
活
動
実
績
に
つ
い
て

◎
地
区
医
師
会
か
ら
の
報
告

（
１
）
中
央
ブ
ロ
ッ
ク

（
２
）
城
東
ブ
ロ
ッ
ク

（
３
）
城
西
ブ
ロ
ッ
ク

①
中
野
区
糖
尿
病
予
防
講
演
会
に

つ
い
て�

（
中
野
区
医
師
会
）

（
４
）
城
南
ブ
ロ
ッ
ク

（
５
）
城
北
ブ
ロ
ッ
ク

（
６
）
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク

（
７
）
大
学
ブ
ロ
ッ
ク

◎
出
席
者
に
よ
る
意
見
交
換

◎
そ
の
他
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